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論文審査の要旨

リハビリテーション治療の本質は運動学習である。運動学習においては患者自らが達

成できる動作・課題の反復訓練が最重要である。スクワット運動はリハビリテーション

治療に頻用される動作・課題であるが、患者自身の姿勢制御による効果は今日まで十分

に検討されていない。本研究は、健常者 10名を対象として、通常のスクワット姿勢（以

下NSP ）および被験者自身に重心動揺計をモニターさせ、できる限り足庄中心を前方に

移動させたスクワット姿勢（以下FSP ）の下肢表面筋電図を比較することでその運動特

性を検討した。膝関節屈曲角度は 30 度、 60 度、 90 度の 3通りとし、内側広筋（以下

VM）、半1建様筋（以下ST）、前腔骨筋（以下TA）、 排腹筋外側頭（以下GL）の4筋

群を計測した。 NSP から FSP への姿勢変化指示に伴い、被験者は全ての膝関節の屈曲角

度において、有意に足圧中心を前方へ移動し得た。筋活動の大きさはVMでは、 すべて

の膝関節角度において有意な減少、 GLでは有意な増加を見た。 STでは膝関節屈曲30度

と60度で有意に増加し、 TAでは、 90度膝屈曲で有意な減少を見た。以上より、スク

ワット中の筋活動様式は足庄中心の位置により変動するが、これらは被験者自ら が意図

的に学習し、制御・達成し得る。本研究結果は、スクワット運動における積極的な姿勢

制御が病態に応じた特定の筋グループρを対象とする新しいトレーニングアフ。ローチと

なる可能性を示し、本領域のさらなる発展に寄与する有意義な臨床研究と評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。
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